
アジア・アプリ、カ会議から60年
－アジア・アフリカから見た近現代国際関係史像一

平成27年6月10日

水野光朗

1．本講の目的

a）アジア・アフリカにおける植民地化、民族独立運動、脱植民地化と独立を、欧米（西

欧）との関係性に着目しつつ、適時的に考察する。

b）ややもすれば欧米（西欧）中心に捉えられることが多い近現代国際関係史をアジア・

アフリカから考察する。

2．アジア・アフリカの植民地化

西欧国際体系（EurOPeanintemationalsystem）の「全地球化」（globalization）

a）西欧における産業革命にとって必要な資源供給地としてのアジア・アフリカ

b）産業革命によって生産された産品（製品）の消費地としてのアジア・アフリカ

牛a）とb）は、相互補完的ともいいうる関係にあるため、関係史の視座が求められる。

3．アジア・アフリカにおけるナショナリズム

西欧は、植民地行政官を養成するため、アジア・アフリカにおける富裕層（エリート層）

を西欧本国（宗主国）に留学させる。

牛被支配者の一部が支配者に。

＝⇒アジア・アフリカの民衆が、支配者層と被支配者層に二極分化

例）インドの会議派は、結成当初において、「独立」ではなく、「自治」を要求。

4．第一次世界大戦と民族自決

西欧に起源をもつ民族自決思想のアジア・アフリカへの流入

ロシア革命に伴う社会主義思想のアジア・アフリカへの流入

5．第二次世界大戦と民族自決

自らの意向にかかわらず、大戦に動員されるアジア・アフリカ

里戦争協力問題の浮上

例）インドの国民会蒔派は、この時期に、「自治」ではなく、「独立」を要求。

6．第二次世界大戦の終結とアジア・アフリカの独立

アジア・アフリカから宗主国が一時的にせよ撤退（例えば、インドネシアにおいては、

日本の「古領」に伴って、オランダが「撤退」）したものの、第二次世界大戦の終結によっ

て、かつての宗主国がアジア・アフリカに「戻る」現象が生じた。

牛アジア・アフリカにおける独立運動（第二波とも呼びうる）
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例）仏印、蘭印

7．第二次世界大戦の終結と東西対立

欧米諸国相互間の対立が端緒

8．非同盟の始まり

平和共存五原則（1954年）

1．領土主権の相互尊重

2．相互不可侵

3．相互内政不干渉

4．平等互恵

5．平和共存

¶欧米における東西対立に対応・呼応する形で提唱される。

9．アジア・アフリカ会議（1955年）

反帝国主義、反植民地主義、民族自決の諸原則に基づき平和十原則を確認。

1．基本的人権と国連憲章の趣旨、原則を確認

2．全ての国の主権と領土保全を尊重

3．全人類の平等と国の平等を尊重

4．国連青草に基づく個別的、集団的自衛権を尊重

Respect良）rtherightOfeachnationtOdefenditself，Singlyorcollectively，inconfor－

mitywiththecharteroftheUnitedNations

5，内政不干渉

6．大国の特定の利益のために集団的自衛権を行使せず、他国に圧力を加えない

7．侵略または武力による威嚇若しくは武力の行使によって、他国の領土保全や政治的

独立を脅かさない

8．国際紛争の平和的解決を目指す

9．相互利益と相互協力の推進
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10．正義と国際的な義務を尊重

10．東西冷戦に巻き込まれるアジア■アフリカ

キューバ危機（1962年）、ベトナム戦争（1965－1973年（米軍撤退））とベトナム社会主

義共和国の成立（1976年）、アフガニスタン政変（1979年）など

11．アジア・アフリカ諸国相互間の対立

「東西冷戦構造」と「非同盟運動の理念」・「非同盟運動」との「関係性」

12．冷戦終結とアジア・アフリカ

2005年4月：バンドン会議50周年首脳会議

欧米先進諸国が主導するグローバリゼーションに対抗しながら、新しいアジア・アフリ

カの戦略的な連帯を模索

2015年4月：バンドン会議60周年首脳会議

50周年首脳会意の成果と意義を再確認

13．小括

a）歴史を通底する「関係性」

アジア・アフリカにとって、植民地期であれ、民族独立運動期であれ、独立後であれ、

西欧との関係性を前提として、民族独立運動や非同盟運動が展開されてきた。

b）植民地期における民衆の「分断」

植民地期において、被支配者の一部は、支配者となった。そのため、民衆は、被支配者

と支配者という形で、二つに分断された。

＝＝ゝ独立後の権威主義的な政治体制と腐敗につながる。

C）脱植民地・独立期の権威主義的な政治体制

国家建設と開発独裁

d）東西冷戦に巻き込まれるアジア・アフリカ

アジア・アフリカ諸国相互間の「対立」

e）東西冷戦終結後のアジア・アフリカ

i）欧米先進諸国が主導するグローバリゼーションにどのように対応するか。

ii）アジア・アフリカ諸国相互間（国際関係的側面）のみならず、国内（内政的側面）に

おける政治的対立、とくに、少数民族問題やェスニヅク問題に、どのように対応するか。

14．参考文献

E・H・カー著、塩川伸明訳、『ロシア革命　レーニンからスターリンへ⊃1917－1929年』、岩

波書店、1979年。

秋田茂著、『イギリス帝国の歴史　アジアから考える』、中央公論新社、2012年。

木畑洋一著、『20世紀の歴史』、岩波書店、2014年。
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を
た
ど
っ
た
の
で
あ
る
。

脱
植
民
地
化
完
成
の
困
難
さ

内
戦
と
い
っ
た
極
端
な
状
況
に
陥
ら
な
い
場
合
で
も
、
新
た
に
独
立
し
た
国
々
は
、
支
配
Ⅰ
被
支
配
の
関
係

に
絡
め
と
ら
れ
て
い
た
そ
れ
ま
で
の
歴
史
に
根
ざ
す
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
逢
着
し
た
。

政
治
面
で
は
、
権
威
主
義
的
な
政
治
体
制
と
腐
敗
が
多
く
の
国
で
広
が
っ
て
い
っ
た
。
支
配
ざ
れ
て
い
た
間
、

自
治
の
横
合
を
奪
わ
れ
て
い
た
人
々
が
、
新
た
な
国
家
建
設
に
乗
り
出
し
て
い
く
に
あ
た
っ
て
、
そ
れ
ま
で
の

民
族
運
動
の
組
織
的
惰
性
（
民
主
的
討
議
は
し
ば
し
ば
運
動
の
効
率
的
遂
行
の
障
碍
物
と
み
な
さ
れ
た
）
を
も
残
し
な
が
′

ら
、
民
主
的
手
続
き
を
バ
イ
パ
ス
し
て
権
威
主
義
的
な
手
法
に
訴
え
て
い
く
こ
と
は
、
不
思
議
な
こ
と
で
は
な
．

か
っ
た
。
帝
国
世
界
の
下
で
引
か
れ
た
人
為
的
境
界
線
に
よ
っ
て
仕
切
ら
れ
た
政
治
空
間
を
新
た
な
国
家
の
領

域
と
し
て
受
け
継
ぎ
、
そ
の
な
か
で
国
民
統
合
を
図
る
と
と
も
に
経
済
開
発
を
行
っ
て
い
く
こ
と
は
、
き
わ
め

て
困
難
な
課
題
で
あ
っ
た
。
後
に
述
べ
る
よ
う
に
、
こ
の
課
題
に
取
り
組
む
た
め
に
国
家
主
導
の
社
会
主
義
を

採
用
す
る
国
々
も
出
て
き
た
し
、
政
治
体
制
と
し
て
単
一
政
党
制
や
軍
事
政
権
が
し
ば
し
ば
選
ば
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
植
民
地
時
代
に
見
ら
れ
た
民
衆
の
日
常
生
活
と
統
治
権
カ
（
支
配
す
る
外
国
権
力
と
そ

れ
へ
の
現
地
の
「
協
力
者
」
た
ち
の
権
力
）
の
乗
離
と
い
う
状
況
は
、
独
立
後
も
統
治
者
の
政
治
的
権
力
行
使
の
過

て
、
狭
義
の
脱
植
民
地
化
に
よ
っ
て
主
権
姦
得
し
な
が
ら
そ
れ
を
有
効
に
行
使
し
ぇ
な
か
っ
た
新
国
家
の
指
2
0
8

薯
た
ち
の
葦
回
避
の
嘉
と
な
っ
た
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

言
に
文
化
や
人
々
の
義
の
面
に
お
い
て
も
、
支
甲
被
宗
の
関
係
の
な
か
で
、
支
警
る
側
の
「
進

ん
だ
」
文
化
に
対
し
て
劣
等
な
も
の
と
自
分
た
ち
の
文
化
を
評
価
さ
れ
、
そ
の
霞
を
抑
制
さ
れ
る
こ
と
が
多

か
っ
た
旧
植
民
地
の
人
々
の
間
で
は
、
政
治
設
立
後
も
旧
来
の
支
配
国
側
の
文
化
的
影
響
を
拭
い
寄
き
れ

な
い
状
況
が
し
ば
し
ば
見
ら
れ
た
。
そ
の
た
め
、
ケ
ニ
ア
の
作
撃
ギ
・
ワ
・
ジ
オ
ン
ゴ
は
、
「
精
神
の
脱
植

民
地
化
」
の
婁
佳
品
い
て
、
支
署
で
あ
っ
た
イ
ギ
リ
ス
か
ら
押
し
っ
け
ら
れ
た
英
雫
の
創
作
活
警

や
め
て
民
族
雫
の
執
筆
へ
の
切
。
替
え
を
行
っ
た
。
同
じ
ょ
う
に
独
立
後
の
ア
フ
リ
カ
を
袋
す
る
作
家
で

あ
る
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
の
チ
号
ア
チ
ェ
べ
が
英
雫
菅
つ
づ
け
た
よ
う
に
、
グ
ギ
の
よ
う
な
姿
勢
が
広
ま

っ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
が
、
そ
の
苦
悩
は
、
独
立
し
た
被
支
配
地
域
の
人
々
の
多
く
が
共
有
す
る
こ
と
と
な

っ
た
の
で
あ
る
。

程
に
お
け
る
民
衆
へ
の
受
任
東
歌
の
不
足
、
公
私
の
区
分
の
欠
如
に
つ
な
が
り
、
政
治
的
腐
敗
が
聾
る
素

次
に
経
済
面
で
は
、
植
曇
代
に
作
ら
れ
た
モ
ノ
カ
～
チ
ャ
ー
的
経
済
廣
道
が
、
狭
義
の
脱
植
民
地
化
を

経
て
も
基
本
的
に
は
存
続
し
て
い
く
場
合
が
多
か
っ
た
壷
貿
易
開
発
零
等
A
芝
よ
る
と
、

八
〇
年
時
点
で
＝
瓦
の
途
上
国
の
う
ち
少
な
く
と
も
半
数
が
、
単
衰
石
油
量
の
輸
出
に
輸
出
収

入
の
半
分
以
上
喜
し
て
い
た
。
そ
の
警
ら
の
讐
図
っ
て
成
功
す
る
国
々
も
た
し
か
に
聾
が
、

多
く
の
国
に
お
い
て
は
、
経
済
琶
必
要
な
経
済
戦
略
と
そ
れ
を
撃
て
い
く
に
足
る
す
ぐ
れ
た
リ
ー
ダ

ー
シ
ッ
プ
が
欠
け
て
い
た
壷
解
放
運
動
の
讐
な
聾
が
独
立
後
の
有
髄
な
リ
ー
ダ
ー
に
篭
と
は
限

ら
な
か
っ
た
の
で
雪
羞
経
済
麓
を
基
豊
を
又
藍
藻
も
、
植
民
地
時
代
か
ら
つ
づ
く
基
麗
敦

独
墓
の
こ
の
よ
う
な
経
済
状
況
は
、
し
ば
し
ば
、
そ
れ
ま
で
の
経
済
的
支
配
の
蕾
な
継
警
静
む

旧
支
警
よ
る
「
新
植
民
地
主
義
」
（
ネ
オ
コ
ロ
ニ
ア
リ
ズ
ム
）
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
と
さ
れ
て
き
た
。
そ

う
し
た
関
係
の
聾
望
む
部
分
が
旧
竜
側
に
存
在
し
た
こ
と
は
確
か
で
あ
り
、
と
り
わ
け
フ
ラ
ン
ス
の

場
合
に
は
、
フ
ラ
ン
ソ
ワ
豊
ヴ
ィ
エ
・
ヴ
ェ
ル
シ
ャ
ヴ
の
ア
ラ
ン
サ
フ
リ
ッ
ク
ー
な
ど
が
よ
く
示
す
ご

と
く
、
ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
利
権
の
追
求
聾
に
行
わ
れ
た
。
し
か
し
「
新
穂
竪
義
」
論
が
、
時
と
し
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植
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間
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冷
戦
の
構
造

こ
の
よ
う
に
脱
植
民
地
化
が
進
行
し
て
い
た
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
世
界
は
、
冷
戦
の
時
代
で
も
あ
っ
た
。

冷
戦
に
つ
い
て
普
通
抱
か
れ
て
い
る
イ
メ
ー
ジ
は
、
西
側
陣
営
（
資
本
主
義
陣
営
）
を
率
い
る
ア
メ
リ
カ
と
東
側

陣
営
（
社
会
主
義
陣
営
）
を
率
い
る
ソ
連
と
い
う
二
つ
の
超
大
国
の
間
の
争
い
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
四
七
年
春

の
ア
メ
リ
カ
大
統
領
ト
ル
ー
マ
ン
に
よ
る
ト
ル
ー
マ
ン
・
ド
ク
ト
リ
ン
と
、
同
年
秋
の
コ
ミ
ン
フ
ォ
ル
ム
（
共

産
党
・
労
働
者
党
倍
報
居
）
で
の
ソ
連
共
産
党
幹
部
ジ
ダ
ー
ノ
フ
の
報
告
が
、
そ
う
し
た
性
格
を
も
つ
冷
戦
の
幕

開
け
を
示
し
た
宣
言
と
み
な
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
ト
ル
ー
マ
ン
は
、
各
国
は
二
つ
の
生
活
様
式
（
多
数
者
の
意

志
に
も
と
づ
く
自
由
な
体
制
と
多
数
者
を
カ
で
強
制
す
る
少
数
者
の
意
志
に
も
と
づ
く
体
制
）
の
な
か
か
ら
一
つ
を
選
ば

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
論
じ
た
。
一
方
、
ジ
ダ
ー
ノ
フ
は
、
ア
メ
リ
カ
な
ど
帝
国
主
義
的
で
反
民
主
主
義
的
な
・

陣
営
と
、
ソ
連
な
ど
の
反
帝
国
主
義
的
で
民
主
主
義
的
陣
営
と
の
対
立
に
つ
い
て
語
っ
た
の
で
あ
る
。

冷
戦
は
、
ま
ず
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
、
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
で
の
ソ
連
の
支
配
力
強
化
、
ソ
連
型
社
会
主

義
の
押
し
付
け
、
ド
イ
ツ
の
東
西
分
裂
の
固
定
化
と
い
っ
た
形
で
始
ま
っ
た
。
ア
ジ
ア
で
の
冷
戦
は
、
戦
後
共

産
党
と
国
民
党
と
の
間
の
内
戦
が
つ
づ
い
て
い
た
中
国
に
お
い
て
、
四
九
年
秋
に
共
産
党
が
勝
利
し
社
会
主
義

国
家
と
し
て
中
華
人
民
共
和
国
が
誕
生
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
本
格
化
し
た
。
四
〇
年
代
未
か
ら
五
〇
年
代
初
め
　
鍋

に
か
け
て
先
鋭
ざ
を
ま
し
た
冷
戦
下
の
対
立
は
、
ソ
連
に
お
け
る
ス
タ
ー
リ
ン
の
死
二
九
五
三
年
）
後
、
一
時


